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本
当
の
下
関
の
豊
か
な
発
展
と
は
、

下
関
ら
し
さ
で
作
る
こ
と
。

編
集
の
考
え
方
。

・
必
ず
自
費
で
ま
ず
利
用
す
る
こ
と
。
実
際
に
泊
ま
り
、
食
事
し
、

　
買
っ
て
、
確
か
め
る
こ
と
。

・
感
動
し
な
い
も
の
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
。

　
本
音
で
、
自
分
の
言
葉
で
書
く
こ
と
。

・
問
題
が
あ
っ
て
も
、
素
晴
ら
し
け
れ
ば
、

　
問
題
を
指
摘
し
な
が
ら
薦
め
る
こ
と
。

・
取
材
相
手
の
原
稿
チ
ェ
ッ
ク
は
、
事
実
確
認
だ
け
に
と
ど
め
る
こ
と
。

・
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
、

　
長
く
続
く
も
の
だ
け
を
取
り
上
げ
る
こ
と
。

・
写
真
撮
影
は
特
殊
レ
ン
ズ
を
使
っ
て
誇
張
し
な
い
。

　
あ
り
の
ま
ま
を
撮
る
こ
と
。

・
取
り
上
げ
た
場
所
や
人
と
は
、
発
刊
後
も
継
続
的
に
交
流
を
持
つ
こ
と
。

取
材
対
象
選
定
の
考
え
方
。

・
そ
の
土
地
ら
し
い
こ
と
。

・
そ
の
土
地
の
大
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
る
こ
と
。

・
そ
の
土
地
の
人
が
や
っ
て
い
る
こ
と
。

・
価
格
が
手
頃
で
あ
る
こ
と
。

・
デ
ザ
イ
ン
の
工
夫
が
あ
る
こ
と
。

　

外
国
へ
の
強
い
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
私
た
ち
日

本
人
で
す
が
、高
度
経
済
成
長
や
バ
ブ
ル
期
、震
災

な
ど
も
経
験
し
、ネ
ッ
ト
社
会
の
加
速
と
並
走
し

た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
よ
り
、ま
た
、交
通
や
物
流

な
ど
の
目
覚
ま
し
い
進
化
に
よ
り
、憧
れ
て
い
た

も
の
は
手
に
入
れ
、次
に
は
自
国
で
あ
る
日
本
に

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
関
心
を
抱
い
て
い
ま

す
。読
め
な
い
英
文
を
多
用
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
や
会
社
名
は
日
本
語
に
。な
ん
と
な
く
の

憧
れ
よ
り
、も
っ
と
身
近
に
あ
る
も
の
で
の
実
感

に
関
心
が
湧
く
今
、日
本
は
日
本
ら
し
く
、そ
し

て
、下
関
は
下
関
ら
し
い
こ
と
で
、そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
の
実
感
、そ
し
て
健
や
か
な
幸
せ
感
と
な
っ

て
い
ま
す
。今
、そ
し
て
、こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
大

切
な
こ
と
と
は
、自
分
た
ち
ら
し
く
発
展
し
て
い

く
こ
と
。そ
の
た
め
に
は
長
ら
く
暮
ら
し
た
当
た

り
前
の
日
常
の
中
か
ら
、下
関
ら
し
さ
を
見
つ
け
、

磨
き
、新
し
い
こ
と
に
活
用
し
て
い
く
志
向
が
大

切
で
す
。今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、ど
こ
か
の

都
会
に
住
む
キ
ー
マ
ン
の
話
を
講
演
会
の
よ
う
に

聞
き
、懇
親
会
で
深
め
、そ
の
記
念
の
よ
う
に
名
刺

交
換
し
て
終
わ
る
こ
れ
ま
で
の
う
わ
べ
の
イ
ベ
ン

ト
勉
強
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。具
体
的
な
カ
フ
ェ
、

観
光
な
ど
の
六
項
目
に
つ
い
て
、改
め
て
、い
や
、

初
め
て
、自
分
の
土
地
、下
関
ら
し
い
場
所
を
住
ん

で
い
る
者
と
し
て
考
え
、議
論
し
ま
し
た
。こ
れ
こ

そ
、自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
分
た
ち
が
講
師
と
な

り
ガ
イ
ド
と
な
り
、自
分
た
ち
の
町
の
未
来
の
た

め
に
考
え
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。下
関
に
長
く

暮
ら
し
な
が
ら
、下
関
ら
し
さ
を
み
ん
な
で
考
え

発
表
し
合
っ
た
わ
け
で
す
。み
な
さ
ん
で
探
し
出

し
た
下
関
ら
し
さ
は
、今
後
の
観
光
や
開
発
の
ヒ

ン
ト
と
し
て
、迷
っ
た
と
き
に
集
ま
る
場
所
と
し

て
、ま
た
、観
光
や
交
流
時
に
ま
ず
は
見
て
も
ら
う

場
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。本
当
の
豊
か
な
下
関

の
発
展
と
は
、基
礎
が
し
っ
か
り
「
下
関
ら
し
さ
」

か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。そ
ん
な
体
験
か

ら
、こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
号
は
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。関
わ
っ
た
み
な
さ
ん
、サ
ポ
ー
ト
く
だ
さ
っ

た
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

d design travel 

発
行
人
・
デ
ザ
イ
ン
活
動
家

ナ
ガ
オ
カ
ケ
ン
メ
イ

SIGHTS
その土地を知る

RESTAURANTS
その土地で食事する

SHOPS
その土地らしい買物

CAFES
その土地でお茶をする
お酒を飲む

HOTELS
その土地に泊まる

PEOPLE
その土地のキーマン



FUKUOKA

YAMAGUCHI

Hinoyama
koen
Hinoyama
koen

Shimonoseki
Sta.
Shimonoseki
Sta.

Kanmon Strait

33333 関門トンネル人道関門トンネル人道

しものせき海峡まつり（赤間神宮）しものせき海峡まつり（赤間神宮）

みもすそ川別館みもすそ川別館 1717171717

４４４４４

uzuhouseuzuhouse1818181818

沖野充和
（株式会社トルビ）
沖野充和
（株式会社トルビ）2323232323

春帆楼本店春帆楼本店2020202020

唐戸市場唐戸市場99999

1414141414 TAKADA COFFEE カモンワーフ店TAKADA COFFEE カモンワーフ店

1515151515 tearoom Liztearoom Liz

11111 下関市立しものせき市立水族館　海響館下関市立しものせき市立水族館　海響館

下関グランドホテル下関グランドホテル191919191955555

レストラン髙津レストラン髙津

酒井由美子
（株式会社酒井商店）

酒井由美子
（株式会社酒井商店） 2424242424

1313131313ポストギャラリーレ・ト・ロカフェ多羅葉ポストギャラリーレ・ト・ロカフェ多羅葉

22222旧秋田商会ビル旧秋田商会ビル

阿王雪本舗
松琴堂

阿王雪本舗
松琴堂 1111111111

77777日和庵日和庵

下関くじら館下関くじら館 88888

1616161616sake bar 北市屋sake bar 北市屋

capanna di CIPOLLAcapanna di CIPOLLA 1010101010
中村諭央
（capanna di CIPOLLA）
中村諭央
（capanna di CIPOLLA）2222222222

ニクバルトミートニクバルトミート 66666

Maazel Maazel 大丸下関店Maazel Maazel 大丸下関店 1212121212
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山
口
県
下
関
市
あ
る
か
ぽ
ー
と6-1

Tel: 083-228-1100

9
時
30
分
〜
17
時
30
分
（
最
終
入
館
17
時
ま
で
）、
無
休

w
w

w
.kaikyokan.com

下
関
駅
か
ら
車
で
約
7
分

Tel: 083-231-1350

（
下
関
ま
つ
り
合
同
会
議
事
務
局
）

毎
年
5
月
2
日
〜
4
日
ま
で

shim
onoseki.travel/kaikyo_fes/

山
口
県
下
関
市
南
部
町23-11 

Tel: 083-231-4141

10
時
30
分
〜
15
時
、
火
曜
、
水
曜
休

（
祝
日
の
場
合
は
開
館
し
翌
日
を
休
館
）、

12
月
29
日
〜
1
月
3
日
休

下
関
駅
か
ら
車
で
約
7
分

山
口
県
下
関
市
み
も
す
そ
川
町22-34 

6
時
〜
22
時

下
関
駅
か
ら
車
で
約
15
分

1. 捕鯨基地、フクの集積地、
下関海峡エリアならではの展示。
関門海峡の潮流を再現した水槽、フグの生態や

特徴に着目した展示など、下関の特徴を伝える。

2. 市の鳥・ペンギンを“見る・触わる” 展示。
産卵時期には卵を温める姿の観察、餌やり、体をタッチ、

そして一緒に記念撮影ができる（冬季以外）。

3. クジラのフォルムの建築デザイン。
クジラが関門海峡へと大きくジャンプしたイメージを

彷彿させる、ダイナミックなデザイン。

1. 海峡を臨む中心地に
建てられた近代建物。
大正4年（1915年）建築。当時は眼前に海が迫り、

灯台の役割も果たしたという塔屋が現存。

2. 施主・秋田寅之介自らが監修した
和洋折衷の設計。
ゼツェッシオン様式の幾何学文様を散りばめた建物。

屋上に離れ座敷をもつ和風庭園は、現存最古。

し
も
の
せ
き
海
峡
ま
つ
り

旧
秋
田
商
会
ビ
ル

関
門
ト
ン
ネ
ル
人
道

海
峡
都
市
・
水
産
都
市
な
ら
で
は
の
体

験
型
水
族
館　

二
〇
〇
〇
年
に
閉
館
し

鯨
館
の
建
物
の
み
が
残
る
、
一
九
五
六

年
開
館
の「
下
関
市
立
水
族
館
」に
代
わ

り
、二
〇
〇
一
年
に
開
館
。ク
ジ
ラ
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
建
物
で
、目
の
前
に
は
関

門
海
峡
が
広
が
る
。階
下
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
、イ
ル
カ
が
水
中
を
泳
ぐ
姿
を
見
ら

れ
る
。イ
ル
カ
は「
市
の
動
物
」ク
ジ
ラ
の

小
型
版
だ
。南
極
捕
鯨
時
に
持
ち
帰
っ
た

こ
と
が
ゆ
か
り
の
ペ
ン
ギ
ン
が
大
編
隊

を
組
み
、最
大
水
深
六
メ
ー
ト
ル
・
水
量

七
〇
〇
ト
ン
の
大
水
槽
に
作
ら
れ
た
ト
ン

ネ
ル
を
通
ら
せ
る
工
夫
も
あ
る
。「
市
の

魚
」ふ
ぐ
は
一
〇
〇
種
類
以
上
を
展
示
。

シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
の
全
身
骨
格
標
本

は
、世
界
に
数
体
、日
本
で
は
唯
一
。外
に

出
て
潮
風
に
吹
か
れ
、関
門
海
峡
、関
門

橋
を
眺
め
な
が
ら「
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
」

を
歩
い
た
。唐
戸
市
場
も
目
と
鼻
の
先
。

海
峡
都
市
・
水
産
都
市
な
ら
で
は
の
観
光

が
凝
縮
し
た
場
所
だ
。（
下
村
秀
樹
／「
下
関

を
よ
り
よ
く
す
る
会
」代
表
）

海
峡
の
潮
風
と
景
観
を
感
じ
て　

壇
ノ

浦
の
戦
い（
一
一
八
五
年
）
か
ら
八
〇
〇

年
が
経
つ
一
九
八
五
年
に
、「
安
徳
天
皇

八
百
年
祭
」
が
開
か
れ
た
。
そ
の
際
、
安

徳
天
皇
を
弔
う「
先
帝
祭
」
と「
源
平
船

合
戦
」
を
同
時
に
開
催
し
た
こ
と
を
機

に
、翌
年
の
一
九
八
六
年
に「
し
も
の
せ

き
海
峡
ま
つ
り
」が
始
ま
っ
た
。複
数
の

祭
り
を
見
物
す
る
と
、
下
関
が
何
度
も

歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
土
地
で
あ
る
こ

と
を
強
く
感
じ
る
。「
先
帝
祭
」で
は
、重

く
て
き
れ
い
な
着
物
を
着
て
、高
い
下
駄

で
独
特
な
足
運
び
を
す
る
太
夫
に
う
っ

と
り
す
る
。「
源
平
船
合
戦
」で
は
、武
将

た
ち
が
船
に
乗
り
込
む
姿
が
勇
ま
し
い
。

ぜ
ひ「
し
も
の
せ
き
海
峡
ま
つ
り
」に
訪

れ
、関
門
海
峡
の
歴
史
、景
観
、潮
風
、グ

ル
メ
に
触
れ
る
体
験
を
し
て
ほ
し
い
。安

徳
天
皇
九
百
年
祭
は
、二
〇
八
五
年
。こ

の
祭
り
が
続
け
ら
れ
、下
関
の
歴
史
と
伝

統
が
次
世
代
に
守
り
継
が
れ
て
い
く
こ

と
を
切
に
願
う
。（
菅 

真
智
子
／
税
理
士
事

務
所
勤
務
）

海
峡
エ
リ
ア
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク　

唐
戸
交

差
点
の
歩
道
橋
に
立
つ
と
気
付
く
幾
つ
か

の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
建
物
。そ
の
中
の

一
つ
、「
旧
秋
田
商
会
ビ
ル
」は
一
九
一
五

年
の
社
屋
兼
邸
宅
で
、西
日
本
で
最
初
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
。建
物
外
観
と

館
内
の
一
階
は
洋
風
建
築
。そ
こ
か
ら
階

段
を
通
じ
二
・
三
階
に
上
が
る
と
唐
突
に

現
れ
る
和
室
空
間
に
目
を
見
張
る
。縁
側

の
白
亜
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
が
光
を
反

射
し
、室
内
を
一
層
広
く
見
せ
る
。屋
上

は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、離
れ
座

敷
を
持
つ
和
風
庭
園
が
あ
る
。設
計
は
施

主
・
秋
田
寅
之
介
自
ら
の
発
想
。江
戸
時

代
に
貿
易
で
栄
え
た
下
関
の
伝
統
性
を
重

ん
じ
つ
つ
、独
創
的
で
あ
り
な
が
ら
現
代

に
も
通
じ
る
和
洋
折
衷
の
建
築
デ
ザ
イ
ン

は
、一
代
で
総
合
商
社
を
立
ち
上
げ
た
寅

之
介
の
先
進
性
を
表
現
し
て
い
る
。館
内

に
は
小
荷
物
専
用
昇
降
機
の
ほ
か
、洗
濯

機
や
金
庫
な
ど
の
家
財
も
数
多
く
残
り
、

大
正
時
代
の
下
関
の
生
活
が
見
て
取
れ

る
。（
中
原
周
一
／
学
芸
員
）

海
底
の
県
境
を
歩
い
て
渡
る　

休
日
の
朝

に
は
、多
く
の
市
民
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
む「
関
門
ト
ン
ネ
ル
人
道
」は
、戦
前

の
一
九
三
七
年
の
着
工
か
ら
二
一
年
の

歳
月
を
か
け
て
、一
九
五
八
年
に
開
通
。

当
時
の
近
代
科
学
の
粋
を
注
い
だ
海
底

道
路
ト
ン
ネ
ル
の
人
道
部
分
だ
。入
口
の

並
び
に
あ
る「
関
門
プ
ラ
ザ
」が
資
料
館

に
な
っ
て
い
て
、開
通
当
時
の
様
子
を
知

る
こ
と
も
で
き
る
。下
関
市
民
に
と
っ
て

は
当
り
前
の
人
道
に
、六
〇
年
以
上
経
っ

た
今
も
、世
界
中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
と
知
っ
て
驚
く
。ト
ン
ネ
ル
を
使
え

ば
、下
関
か
ら
歩
い
て「
門
司
港
レ
ト
ロ
」

に
も
行
け
て
、門
司
港
か
ら
は「
関
門
汽

船
」の
船
で
関
門
海
峡
を
渡
り
、豪
快
に

海
風
を
受
け
て
関
門
橋
や
下
関
を
眺
め
な

が
ら
唐
戸
エ
リ
ア
に
戻
る
こ
と
も
で
き

る
。人
道
は
た
だ
の〝
道
〞で
は
な
く
、市

民
に
も
観
光
客
に
も
関
門
海
峡
を
体
感
で

き
る
レ
ジ
ャ
ー
で
あ
り
、こ
の
場
所
な
ら

で
は
の〝
デ
ザ
イ
ン
〞
だ
と
感
じ
た
。（
堂

本
由
美
／
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

下
関
市
立
し
も
の
せ
き
水
族
館

海
響
館

1

2



Tel: 083-231-1350

（
下
関
ま
つ
り
合
同
会
議
事
務
局
）

毎
年
5
月
2
日
〜
4
日
ま
で

shim
onoseki.travel/kaikyo_fes/

山
口
県
下
関
市
み
も
す
そ
川
町22-34 

6
時
〜
22
時

下
関
駅
か
ら
車
で
約
15
分

1. 八百年を超える、下関の時代絵巻が蘇る祭り。
関門エリアの海と陸で歴史を伝える「先帝祭」「源平船合戦」

「源平武者行列」「巌流島フェス」などが開かれる。

2. 当時の衣装を再現し、
市民が武者や官女に変身する。
甲冑姿の武者と艶やかな衣装の太夫と官女たちが練り歩き、

合戦を再現するかのごとくパレードを行なう。

3. ふくの形をした大型鍋で振舞われる、ふく鍋。
魚がおいしい街・下関の味を堪能できる「スーパージャンボふく鍋」。

1. 関門海峡を歩いて渡る海底トンネル。
わずか徒歩15分で本州と九州を結び、山口県と福岡県の
海底の県境をまたいで行き来できるトンネル。

2. 目の前は海外大型船舶が行き交う
関門海峡と関門橋。
独特の地形で狭い関門海峡。大型船が行き交う迫力を

パノラマで見ることができる。

3. 数々の歴史の舞台となった壇ノ浦。
壇ノ浦の合戦、下関戦争、など歴史の舞台になった場所に隣接し、

オブジェや紙芝居などで下関の歴史を伝えている。

し
も
の
せ
き
海
峡
ま
つ
り

関
門
ト
ン
ネ
ル
人
道

海
峡
の
潮
風
と
景
観
を
感
じ
て　

壇
ノ

浦
の
戦
い（
一
一
八
五
年
）
か
ら
八
〇
〇

年
が
経
つ
一
九
八
五
年
に
、「
安
徳
天
皇

八
百
年
祭
」
が
開
か
れ
た
。
そ
の
際
、
安

徳
天
皇
を
弔
う「
先
帝
祭
」
と「
源
平
船

合
戦
」
を
同
時
に
開
催
し
た
こ
と
を
機

に
、翌
年
の
一
九
八
六
年
に「
し
も
の
せ

き
海
峡
ま
つ
り
」が
始
ま
っ
た
。複
数
の

祭
り
を
見
物
す
る
と
、
下
関
が
何
度
も

歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
土
地
で
あ
る
こ

と
を
強
く
感
じ
る
。「
先
帝
祭
」で
は
、重

く
て
き
れ
い
な
着
物
を
着
て
、高
い
下
駄

で
独
特
な
足
運
び
を
す
る
太
夫
に
う
っ

と
り
す
る
。「
源
平
船
合
戦
」で
は
、武
将

た
ち
が
船
に
乗
り
込
む
姿
が
勇
ま
し
い
。

ぜ
ひ「
し
も
の
せ
き
海
峡
ま
つ
り
」に
訪

れ
、関
門
海
峡
の
歴
史
、景
観
、潮
風
、グ

ル
メ
に
触
れ
る
体
験
を
し
て
ほ
し
い
。安

徳
天
皇
九
百
年
祭
は
、二
〇
八
五
年
。こ

の
祭
り
が
続
け
ら
れ
、下
関
の
歴
史
と
伝

統
が
次
世
代
に
守
り
継
が
れ
て
い
く
こ

と
を
切
に
願
う
。（
菅 

真
智
子
／
税
理
士
事

務
所
勤
務
）

海
底
の
県
境
を
歩
い
て
渡
る　

休
日
の
朝

に
は
、多
く
の
市
民
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
む「
関
門
ト
ン
ネ
ル
人
道
」は
、戦
前

の
一
九
三
七
年
の
着
工
か
ら
二
一
年
の

歳
月
を
か
け
て
、一
九
五
八
年
に
開
通
。

当
時
の
近
代
科
学
の
粋
を
注
い
だ
海
底

道
路
ト
ン
ネ
ル
の
人
道
部
分
だ
。入
口
の

並
び
に
あ
る「
関
門
プ
ラ
ザ
」が
資
料
館

に
な
っ
て
い
て
、開
通
当
時
の
様
子
を
知

る
こ
と
も
で
き
る
。下
関
市
民
に
と
っ
て

は
当
り
前
の
人
道
に
、六
〇
年
以
上
経
っ

た
今
も
、世
界
中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
と
知
っ
て
驚
く
。ト
ン
ネ
ル
を
使
え

ば
、下
関
か
ら
歩
い
て「
門
司
港
レ
ト
ロ
」

に
も
行
け
て
、門
司
港
か
ら
は「
関
門
汽

船
」の
船
で
関
門
海
峡
を
渡
り
、豪
快
に

海
風
を
受
け
て
関
門
橋
や
下
関
を
眺
め
な

が
ら
唐
戸
エ
リ
ア
に
戻
る
こ
と
も
で
き

る
。人
道
は
た
だ
の〝
道
〞で
は
な
く
、市

民
に
も
観
光
客
に
も
関
門
海
峡
を
体
感
で

き
る
レ
ジ
ャ
ー
で
あ
り
、こ
の
場
所
な
ら

で
は
の〝
デ
ザ
イ
ン
〞
だ
と
感
じ
た
。（
堂

本
由
美
／
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
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山
口
県
下
関
市
岬
之
町13-7

Tel: 083-234-2299

19
時
〜
、
水
曜
休

restaurant-takatsu.com

下
関
駅
か
ら
車
で
約
7
分

山
口
県
下
関
市
丸
山
町5-3-19

Tel: 083-229-3388

11
時
30
分
〜
15
時
、
17
時
30
分
〜
22
時
、

土
曜
・
祝
日
の
み
18
時
〜
、
水
曜
休

hiyorian.com

下
関
駅
か
ら
徒
歩
で
約
15
分

山
口
県
下
関
市
豊
前
田
町3-2-7

Tel: 083-242-2986

18
時
〜
24
時
、
日
曜
休

nikubarutom
eat.com

下
関
駅
か
ら
徒
歩
で
約
5
分

1. 登録有形文化財の大正モダンな建物。
1926年建設の、旧東洋捕鯨株式会社下関支店の
蜂谷ビル内をリノベーション。

2. ヤヒロや豊北梨のコンフィなど
同じ料理を皆で味わう。
朝の市場で目利きし惹かれた旬の魚や地元野菜を使った

コースを、8席のカウンターで皆同時に食べるスタイル。

3. 下関への愛情を表現した独創的な料理。
下関海峡エリアの旬の魚、地元の野菜をふんだんに活用。

素材名のみ書かれたメニューは、次の一皿への想像を掻き立てる。

1. 1950年創業、グリーンモール商店街の名店
「韓国料理やすもり」の新業態スペインバル。
下関と深い関係にある韓国・朝鮮の専門店が並ぶ

「グリーンモール商店街」。名店の味を受け継ぎ、

アレンジした独創的なメニューが並ぶ。

2. 絶品肉料理を下関流に提供する店。
下関発祥のモツ鍋「とんちゃん鍋」をさらに進化。

見ただけでうまいと確信する絶品肉料理が味わえる。

3. 上質な肉料理を気軽に味わえる、憩いの場。
コミュニケーションしやすい距離感の店内には、世代を超えた交流が生まれる。

レ
ス
ト
ラ
ン
髙
津

日
和
庵

ニ
ク
バ
ル 

ト
ミ
ー
ト

下
関
く
じ
ら
館

〝
下
関
フ
レ
ン
チ
〞 　

下
関
駅
か
ら
徒
歩

約
十
五
分
の
岬
之
町
。漁
船
や
裏
路
地
を

望
む
、高
台
へ
の
階
段
を
上
り
き
る
と
現

れ
る
蜂
谷
ビ
ル
。「
県
外
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」と
髙
津
健
一
オ
ー

ナ
ー
。
そ
ん
な
場
所
で
い
た
だ
く
料
理

は
、海
峡
の
豊
か
な
食
材
の
旨
味
が
引
き

立
つ
。次
の
料
理
ま
で
の
待
ち
時
間
は
、

奥
で
調
理
す
る
髙
津
さ
ん
の
手
元
と
、素

材
名
の
み
書
か
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
表
を
見
比

べ
る
。こ
の
食
材
は
こ
う
出
て
く
る
だ
ろ

う
、と
連
れ
と
意
見
を
す
り
合
わ
せ
る
な

か
、想
像
と
全
く
違
う
料
理
が
目
の
前
に

置
か
れ
る
。春
菊
は
ハ
マ
グ
リ
の
出
汁
と

共
に
青
い
ス
ー
プ
に
、焼
き
ナ
ス
は
す
り

潰
さ
れ
炙
り
鰹
に
つ
け
る
ピ
ュ
レ
に
。馴

れ
親
し
ん
だ
食
材
が
、こ
う
も
姿
を
変
え

る
の
か
と
驚
く
。「
楽
し
く
食
べ
て
欲
し

い
」。取
材
中
の
こ
の
言
葉
に
、シ
ン
プ
ル

な
が
ら
も
ハ
ッ
と
し
た
。モ
ル
タ
ル
む
き

出
し
の
シ
ン
プ
ル
な
空
間
、素
材
が
変
身

す
る
演
出
な
ど
、毎
度
飽
き
さ
せ
な
い
工

夫
が
あ
る
。（
幸
野
春
佳
／
主
婦
）

下
関
を
堪
能
す
る
店　

二
〇
一
四
年
に

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
西
尾
光
雄
氏
と
、現

当
主
・
吉
本
日
出
夫
氏
が
、「
海
峡
を
一

望
で
き
、大
人
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
の

場
所
で
本
格
フ
レ
ン
チ
を
味
わ
っ
て
ほ

し
い
」と
い
う
思
い
で
オ
ー
プ
ン
。フ
レ

ン
チ
で
あ
り
な
が
ら
、日
本
人
に
も
親
し

み
や
す
い
よ
う
に
、醤
油
・
酒
・
み
り
ん

を
取
り
入
れ
た「
安
心
す
る
味
」の
フ
ル

コ
ー
ス
。フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
な
甘
さ
が
特

徴
の「
垢
田
ト
マ
ト
」の
ほ
か
、下
関
農
家

の
野
菜
、唐
戸
市
場
か
ら
仕
入
れ
た
魚
、

地
元
酒
造
や
ソ
ム
リ
エ
が
選
ぶ
ワ
イ
ン
な

ど
、素
材
の
レ
ベ
ル
を
最
大
限
生
か
し
た

メ
ニ
ュ
ー
。豊
富
な
知
識
と
共
に
、日
頃

か
ら
業
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、食
材
を
選
定
し
て
調
理
す
る
西
尾

氏
の
努
力
の
賜
物
で
あ
る
。見
た
目
鮮
や

か
な
料
理
の
盛
り
付
け
担
当
は
、デ
ザ
イ

ン
を
学
ん
だ
息
子
の
仁
貴
さ
ん
。ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
に
下
関
を
満
喫
で
き
る
幸
せ
な

空
間
は
、プ
ラ
イ
ス
レ
ス
な
時
間
で
あ
っ

た
。（
久
保
中 

敦
子
／
営
業
職
）

韓
国
・
ス
ペ
イ
ン
・
下
関
が
味
わ
え
る
肉

バ
ル　

下
関
駅
北
側
に「
グ
リ
ー
ン
モ
ー

ル
商
店
街
」が
あ
る
。商
店
街
に
は
韓
国

の
食
材
・
雑
貨
を
扱
う
店
や
飲
食
店
な

ど
が
多
く
軒
を
連
ね
て
い
る
。一
九
〇
五

年
、
関
釡
連
絡
船
で
渡
航
し
て
き
た
在

日
韓
国
人
の
富
下
永
兆
が「
や
す
も
り

食
堂
」
を
開
業
。
漁
師
や
鉄
道
で
働
く

人
々
が
集
ま
る
交
流
の
場
で
あ
っ
た
。ホ

ル
モ
ン
が
美
味
し
い
と
評
判
に
な
り
、

一
九
五
〇
年
に「
焼
肉
や
す
も
り
下
関
グ

リ
ー
ン
モ
ー
ル
本
店
」を
開
店
。下
関
の

郷
土
料
理
と
も
言
え
る「
と
ん
ち
ゃ
ん

鍋
」は
、野
菜
か
ら
出
る
水
分
の
み
で
炊

く
下
関
独
自
の
甘
辛
ダ
レ
の
モ
ツ
鍋
だ
が

「
ニ
ク
バ
ル 

ト
ミ
ー
ト
」は
、さ
ら
に
そ

れ
を
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
に
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

る
。韓
国
と
ス
ペ
イ
ン
を
う
ま
く
組
み
合

わ
せ
た
料
理
は
、下
関
の
新
し
い
食
文
化

と
な
る
だ
ろ
う
。ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
げ
な

空
間
で
は
、自
然
と
前
向
き
な
話
し
に
な

る
。仲
間
と
語
ら
い
な
が
ら
食
事
を
す
る

最
高
の
場
所
だ
。（
吉
山
尚
宏
／
会
社
員
）

山
口
県
下
関
市
豊
前
田
町2-6-2

Tel: 083-232-2559

17
時
〜
23
時
、
不
定
休

下
関
駅
か
ら
徒
歩
で
約
7
分

鯨
を
頭
か
ら
尾
ま
で
楽
し
む　

下
関
の
特

産
魚
と
い
え
ば
、ふ
ぐ
や
あ
ん
こ
う
の
ほ

か
、鯨
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。そ
ん
な

下
関
で
鯨
料
理
を
専
門
的
に
提
供
し
て
い

る
の
が「
下
関
く
じ
ら
館
」だ
。元
・
地
元

新
聞
記
者
の
小
島
洋
二
さ
ん
と
妻
の
康
子

さ
ん
が
、下
関
の
捕
鯨
文
化
や
鯨
食
文
化

を
残
す
こ
と
を
目
指
し
て
一
九
七
七
年
に

開
店
し
た
。現
在
は
、娘
で
あ
る
純
子
さ

ん
が
父
の
意
思
を
継
い
で
い
る
。「
く
じ

ら
館
」の
運
営
、捕
鯨
・
鯨
食
に
つ
い
て
の

講
演
や
、店
の
料
理
を
振
舞
っ
て
の
実
食

を
市
内
外
で
も
行
な
い
、文
化
の
灯
を
消

さ
な
い
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
る
。「
下

関
く
じ
ら
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」で
は
、料

理
を
片
手
に
講
師
と
し
て
壇
上
に
立
ち
、

次
世
代
へ
文
化
と
味
を
伝
え
る
活
動
も
行

な
う
。純
子
さ
ん
の
思
い
を
聞
き
つ
つ
、

小
島
家
の
味
を
ベ
ー
ス
と
し
た
手
づ
く
り

の
鯨
料
理
は
格
別
だ
。特
に
竜
田
揚
げ
用

の
鯨
肉
は
刺
身
で
食
せ
る
ほ
ど
新
鮮
で
、

臭
み
も
少
な
く
、柔
ら
か
く
て
美
味
い
。

（
内
田
達
也
／SE

）
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山
口
県
下
関
市
丸
山
町5-3-19

Tel: 083-229-3388

11
時
30
分
〜
15
時
、
17
時
30
分
〜
22
時
、

土
曜
・
祝
日
の
み
18
時
〜
、
水
曜
休

hiyorian.com

下
関
駅
か
ら
徒
歩
で
約
15
分

1. 「垢田トマト」や下関の魚など、 
地の食材をふんだんに使った創作料理。
濃淡さまざまなバリエーションの出汁を使い分けて

作り出される、和欧風創作料理。

2. 1921年建築、下関の豪商・
津崎襄一邸を和洋折衷風にリノベーション。
貴賓室・パーティーダイニング・メインダイニング・スカイバー

4つの顔を楽しむことができ、日本庭園も併設されている。

3. 「関門海峡」を眺めながら食事が楽しめる店。
青々と広がる昼の海や、関門エリアの夜景など、絶景を一望できる。

日
和
庵

下
関
く
じ
ら
館

下
関
を
堪
能
す
る
店　

二
〇
一
四
年
に

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
西
尾
光
雄
氏
と
、現

当
主
・
吉
本
日
出
夫
氏
が
、「
海
峡
を
一

望
で
き
、大
人
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
の

場
所
で
本
格
フ
レ
ン
チ
を
味
わ
っ
て
ほ

し
い
」と
い
う
思
い
で
オ
ー
プ
ン
。フ
レ

ン
チ
で
あ
り
な
が
ら
、日
本
人
に
も
親
し

み
や
す
い
よ
う
に
、醤
油
・
酒
・
み
り
ん

を
取
り
入
れ
た「
安
心
す
る
味
」の
フ
ル

コ
ー
ス
。フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
な
甘
さ
が
特

徴
の「
垢
田
ト
マ
ト
」の
ほ
か
、下
関
農
家

の
野
菜
、唐
戸
市
場
か
ら
仕
入
れ
た
魚
、

地
元
酒
造
や
ソ
ム
リ
エ
が
選
ぶ
ワ
イ
ン
な

ど
、素
材
の
レ
ベ
ル
を
最
大
限
生
か
し
た

メ
ニ
ュ
ー
。豊
富
な
知
識
と
共
に
、日
頃

か
ら
業
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、食
材
を
選
定
し
て
調
理
す
る
西
尾

氏
の
努
力
の
賜
物
で
あ
る
。見
た
目
鮮
や

か
な
料
理
の
盛
り
付
け
担
当
は
、デ
ザ
イ

ン
を
学
ん
だ
息
子
の
仁
貴
さ
ん
。ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
に
下
関
を
満
喫
で
き
る
幸
せ
な

空
間
は
、プ
ラ
イ
ス
レ
ス
な
時
間
で
あ
っ

た
。（
久
保
中 

敦
子
／
営
業
職
）

山
口
県
下
関
市
豊
前
田
町2-6-2

Tel: 083-232-2559

17
時
〜
23
時
、
不
定
休

下
関
駅
か
ら
徒
歩
で
約
7
分

1. 鮮度にこだわった手づくりの鯨料理を提供。
高水準の鮮度の鯨肉を、すべて店内で調理し、刺身やベーコン、

竜田揚げなどに。

2. 下関の捕鯨の歴史・鯨食の文化を伝える。
鯨食や会話を通じ、日本有数の捕鯨基地であった下関の歴史を

来店した方々に伝えている。

3. 鯨の髭を使った工芸品を展示している。
「花おさ」や帆船など、鯨の髭を用いた珍しい工芸品が

カウンター越しに飾られ、食すだけでない鯨の文化を見ることができる。

鯨
を
頭
か
ら
尾
ま
で
楽
し
む　

下
関
の
特

産
魚
と
い
え
ば
、ふ
ぐ
や
あ
ん
こ
う
の
ほ

か
、鯨
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。そ
ん
な

下
関
で
鯨
料
理
を
専
門
的
に
提
供
し
て
い

る
の
が「
下
関
く
じ
ら
館
」だ
。元
・
地
元

新
聞
記
者
の
小
島
洋
二
さ
ん
と
妻
の
康
子

さ
ん
が
、下
関
の
捕
鯨
文
化
や
鯨
食
文
化

を
残
す
こ
と
を
目
指
し
て
一
九
七
七
年
に

開
店
し
た
。現
在
は
、娘
で
あ
る
純
子
さ

ん
が
父
の
意
思
を
継
い
で
い
る
。「
く
じ

ら
館
」の
運
営
、捕
鯨
・
鯨
食
に
つ
い
て
の

講
演
や
、店
の
料
理
を
振
舞
っ
て
の
実
食

を
市
内
外
で
も
行
な
い
、文
化
の
灯
を
消

さ
な
い
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
る
。「
下

関
く
じ
ら
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」で
は
、料

理
を
片
手
に
講
師
と
し
て
壇
上
に
立
ち
、

次
世
代
へ
文
化
と
味
を
伝
え
る
活
動
も
行

な
う
。純
子
さ
ん
の
思
い
を
聞
き
つ
つ
、

小
島
家
の
味
を
ベ
ー
ス
と
し
た
手
づ
く
り

の
鯨
料
理
は
格
別
だ
。特
に
竜
田
揚
げ
用

の
鯨
肉
は
刺
身
で
食
せ
る
ほ
ど
新
鮮
で
、

臭
み
も
少
な
く
、柔
ら
か
く
て
美
味
い
。

（
内
田
達
也
／SE

）
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山
口
県
下
関
市
唐
戸
町5-50

Tel: 083-231-0001

月
〜
土
曜
5
時
〜
15
時
、
日
曜
、
祝
日
8
時
〜
15
時
、
不
定
休

（
活
き
い
き
馬
関
街　

金
・
土
曜　

10
時
〜
15
時
、
日
曜
・
祝
日　

8
時
〜
15
時
）

w
w

w
.karatoichiba.com

下
関
駅
か
ら
車
で
約
9
分

山
口
県
下
関
市
南
部
町2-5

Tel: 083-222-2834

9
時
〜
18
時
、
日
曜
、
祝
日
休

w
w

w
.shokindo.com

下
関
駅
か
ら
車
で
約
9
分

山
口
県
下
関
市
細
江
町2-2-10 

和
田
ビ
ル
2
階

Tel: 083-227-4811

10
時
〜
20
時
、
水
曜
休

w
w

w
.cipolla0218.com

下
関
駅
か
ら
徒
歩
で
約
15
分

1. 下関は海鮮の街だと実感する場所。
下関の新鮮な魚介類が格安で食べられる。

海鮮の街・下関を最も感じられる市場。

2. 中空から売り場を見下ろせるデザイン。
広い市場の二階に上がれば、中空から売り場が

見下ろせる。喧騒を感じつつ海鮮を頬張る楽しみも。

3. 観光客が直接、卸業者から購入できる。
通常の市場はプロ同士が取引する場所。しかし、

ここは観光客も卸業者から直接購入できる。

1. 山口の物づくりを伝えて繫げる店づくり。
地元の職人が作ったお皿や靴など、その商品が

つくられた背景までを知り、購入できる。

2. この土地で受け継がれてきた古道具に
新たな価値を吹き込む。
店主の中村諭央さんが探して手入れをした秀逸なデザインの

金物や薬箱などの古道具を販売。

3. ビル1棟を活用した、また訪れたくなる仕掛け。
本の朗読会や音楽イベント、地元のアーティストの個展など、イベントを

開催して雑貨だけでなくその土地の人とも触れ合える仕組みをつくる。

唐
戸
市
場

阿
王
雪
本
舗　

松
琴
堂

capanna di C
IPO

LLA

海
鮮
の
街
の
象
徴　

本
州
最
西
端
に
位
置

す
る
下
関
市
は
、日
本
海
、瀬
戸
内
海
、響

灘
と
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た「
海
の
幸
」

の
街
。
こ
の
街
の「
御
馳
走
＝
五
馳
走
」

は
、
ふ
ぐ
、
ウ
ニ
、
ク
ジ
ラ
、
ア
ン
コ
ウ
、

イ
カ
だ
。特
に
下
関
の
フ
ク
は
世
界
に
名

高
い
。諸
説
あ
る
が
、下
関
で
は
河ふ

ぐ豚
の

こ
と
を
幸
福
に
あ
や
か
り「
フ
ク
」と
呼

ぶ
。下
関
駅
方
面
か
ら「
唐
戸
市
場
」に
入

る
と
、目
の
前
に
大
き
な
ふ
ぐ
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
。週
末
は
、県
内
外
か
ら
の
日
本

人
観
光
客
は
も
と
よ
り
、海
外
観
光
客
の

お
客
さ
ん
も
多
い
。
市
場
内
で
行
な
わ

れ
て
い
る「
活
き
い
き
馬
関
街
」と
い
う

イ
ベ
ン
ト
で
は
、通
路
の
両
側
に
、寿
司

や
フ
ラ
イ
を
販
売
す
る
店
が
立
ち
並
び
、

皆
、我
先
に
と
新
鮮
な
寿
司
・
刺
身
・
丼

な
ど
を
買
い
急
ぐ
。二
階
に
上
が
り
、階

下
の
喧
騒
を
感
じ
な
が
ら
食
事
を
す
る
も

良
し
、屋
上
の
芝
生
や
、市
場
外
の
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
で
食
べ
る
も
良
し
。唐
戸
市
場

は
海
鮮
の
街
・
下
関
を
実
感
す
る
場
所
。

（
木
下
清
治
／
下
関
市
職
員
）

下
関
生
ま
れ
の
銘
菓　

創
業
一
八
六
六

年
、一
五
〇
年
の
時
を
超
え
愛
さ
れ
続
け

て
い
る
下
関
の
老
舗
和
菓
子
屋
。松
琴
堂

が
誇
る
銘
菓「
阿
王
雪
」は
、昭
和
天
皇
を

は
じ
め
、伊
藤
博
文
公
か
ら
も
称
賛
さ
れ

た
菓
子
。最
良
の
寒
天
、卵
白
、砂
糖
か
ら

作
ら
れ
る
阿
王
雪
の
味
は
淡
白
な
甘
さ

で
、食
感
は
ま
る
で
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
、

柔
ら
か
さ
と
歯
応
え
が
共
存
し
て
い
る
。

六
代
目
の
西
原
由
実
さ
ん
は
、先
代
の
父

の
考
え
を
引
き
継
ぎ「
嘘
偽
り
な
い
正
真

正
銘
の
素
材
で
良
い
も
の
を
提
供
す
る
」

と
言
う
。素
材
の
選
択
は
も
ち
ろ
ん
、包

装
紙
の
色
や
描
か
れ
た
雪
輪
の
デ
ザ
イ

ン
ま
で
工
夫
し
た
と
の
こ
と
。松
琴
堂
は

こ
の
特
別
な
菓
子「
阿
王
雪
」で
下
関
を

広
く
知
ら
せ
た
。今
で
は
阿
王
雪
に
カ
ス

テ
ラ
を
巻
い
た「
ゆ
き
ご
ろ
も
」も
人
気
。

い
つ
も
菓
子
を
つ
く
る
時
、一
つ
一
つ
天

皇
に
納
め
る
よ
う
な
気
持
ち
で
つ
く
る

と
言
う
。和
菓
子
を
通
じ
て
日
本
の
文
化

と
伝
統
を
感
じ
ら
れ
る
時
間
で
あ
っ
た
。

（
チ
ェ
・
ジ
ヨ
ン
／
東
亜
大
学
留
学
生
）

物
の
魅
力
を
正
し
く
伝
え
る　

海
沿
い

の
古
い
ビ
ル
を
、丸
ご
と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
雑
貨
店
に
は「
日
常
使
い
が
で
き

て
、少
し
だ
け
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
」を
基
準
に
選
ば
れ
た
物
た
ち
が
並
ん

で
い
た
。こ
こ
で
し
か
買
え
な
い
ト
ラ
ン

ク
や
ガ
ラ
ス
瓶
な
ど
の
古
道
具
。地
元
の

木
工
職
人
が
作
っ
た
木
の
カ
ト
ラ
リ
ー
、

可
愛
く
て
個
性
的
な
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ

た
マ
グ
カ
ッ
プ
な
ど
が
並
ぶ
な
か
、私
は

リ
ユ
ー
ス
ガ
ラ
ス
を
使
っ
た
グ
ラ
ス
に
目

が
留
ま
り
、雑
談
の
中
か
ら
、中
村
さ
ん

に
そ
の
物
の
話
を
教
え
て
い
た
だ
き
、そ

の
背
景
に
あ
る
物
語
や
使
い
方
に
共
感
し

て
購
入
し
た
。「
物
の
本
当
の
魅
力
に
気

づ
か
ず
に
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
」と
中
村
さ
ん
は
語
っ
て
い
た
。中
村

さ
ん
に
よ
っ
て
丁
寧
に
選
ば
れ
た
商
品
の

一
つ
一
つ
と
、物
の
背
景
を
語
る
姿
に
、

時
代
を
超
え
て
も
ず
っ
と
色
褪
せ
ず
、使

い
続
け
た
い「
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
」に
通
じ
る
想
い
が
そ
こ
に
は
あ
る
と

感
じ
た
。（
形
山
佳
之
／
製
造
業
）

M
aazel M

aazel 

大
丸
下
関
店

山
口
県
下
関
市
竹
崎
町4-4 -10 

下
関
大
丸B1

Tel: 083-233-3000

10
時
〜
19
時
30
分
、
施
設
定
休
日
に
よ
る

m
aazel.jp/

下
関
駅
か
ら
徒
歩
約
3
分

下
関
を
味
わ
え
る
ス
ー
プ　

創
業
者
の

辻
博
史
さ
ん
が
、バ
ー
テ
ン
ダ
ー
・
野
菜

ソ
ム
リ
エ
と
し
て
培
っ
た
経
験
を
も
と

に「
健
康
・
美
容
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
商
品

開
発
し
た
、三
十
四
種
類
の
野
菜
と
山
口

県
産
の
米
麹
を
使
っ
た
ス
ー
プ
と
ス
ム
ー

ジ
ー
専
門
店
を
オ
ー
プ
ン
。小
さ
な
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
人
気
の
ス
ー
プ
に

は
、市
場
で
は
売
り
づ
ら
い
形
や
傷
が
あ

る
規
格
外
野
菜
を
効
果
的
に
活
用
し
、地

域
資
源
活
性
に
も
貢
献
し
て
い
る
。特
に

新
商
品
と
な
る「
潮
風
育
ち
の
垢
田
ト
マ

ト
と
ト
ラ
フ
グ
の
ス
ー
プ
」は
、山
口
産

の「
垢
田
ト
マ
ト
」を
ベ
ー
ス
に
、ト
ラ
フ

グ
を
お
ろ
し
た
際
に
残
る
身
肉
を
用
い
て

食
感
に
変
化
を
つ
け
た
、下
関
を
味
わ
え

る
ス
ー
プ
。ス
ー
プ
を
使
っ
て
リ
ゾ
ッ
ト

風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
美
味
し
い
。季
節

限
定
商
品
や
デ
ィ
ッ
プ
ソ
ー
ス
な
ど
、人

に
贈
っ
て
喜
ば
れ
る
商
品
が
並
ぶ
。自
然

に
恵
ま
れ
た
多
様
な
下
関
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
。（
ペ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ン
ウ
ォ
ン
／
韓

国
留
学
生
）
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山
口
県
下
関
市
南
部
町2-5

Tel: 083-222-2834

9
時
〜
18
時
、
日
曜
、
祝
日
休

w
w

w
.shokindo.com

下
関
駅
か
ら
車
で
約
9
分

1. 創業150年以上、伊藤博文公の
愛した献上銘菓「阿王雪」は下関の銘菓。
松琴堂創業と時を同じくして、店の近くに居を構えた

伊藤博文公が愛し、命名した菓子を販売。

2. 一子相伝の味を守る老舗和菓子屋。
子々孫々、口承口伝の秘の製法、レシピを持たない阿王雪で、

歴史と伝統を守り続ける下関屈指の老舗店。

阿
王
雪
本
舗　

松
琴
堂

下
関
生
ま
れ
の
銘
菓　

創
業
一
八
六
六

年
、一
五
〇
年
の
時
を
超
え
愛
さ
れ
続
け

て
い
る
下
関
の
老
舗
和
菓
子
屋
。松
琴
堂

が
誇
る
銘
菓「
阿
王
雪
」は
、昭
和
天
皇
を

は
じ
め
、伊
藤
博
文
公
か
ら
も
称
賛
さ
れ

た
菓
子
。最
良
の
寒
天
、卵
白
、砂
糖
か
ら

作
ら
れ
る
阿
王
雪
の
味
は
淡
白
な
甘
さ

で
、食
感
は
ま
る
で
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
、

柔
ら
か
さ
と
歯
応
え
が
共
存
し
て
い
る
。

六
代
目
の
西
原
由
実
さ
ん
は
、先
代
の
父

の
考
え
を
引
き
継
ぎ「
嘘
偽
り
な
い
正
真

正
銘
の
素
材
で
良
い
も
の
を
提
供
す
る
」

と
言
う
。素
材
の
選
択
は
も
ち
ろ
ん
、包

装
紙
の
色
や
描
か
れ
た
雪
輪
の
デ
ザ
イ

ン
ま
で
工
夫
し
た
と
の
こ
と
。松
琴
堂
は

こ
の
特
別
な
菓
子「
阿
王
雪
」で
下
関
を

広
く
知
ら
せ
た
。今
で
は
阿
王
雪
に
カ
ス

テ
ラ
を
巻
い
た「
ゆ
き
ご
ろ
も
」も
人
気
。

い
つ
も
菓
子
を
つ
く
る
時
、一
つ
一
つ
天

皇
に
納
め
る
よ
う
な
気
持
ち
で
つ
く
る

と
言
う
。和
菓
子
を
通
じ
て
日
本
の
文
化

と
伝
統
を
感
じ
ら
れ
る
時
間
で
あ
っ
た
。

（
チ
ェ
・
ジ
ヨ
ン
／
東
亜
大
学
留
学
生
）

M
aazel M

aazel 

大
丸
下
関
店

山
口
県
下
関
市
竹
崎
町4-4 -10 

下
関
大
丸B1

Tel: 083-233-3000

10
時
〜
19
時
30
分
、
施
設
定
休
日
に
よ
る

m
aazel.jp/

下
関
駅
か
ら
徒
歩
約
3
分

1. 下関産の「垢田トマト」や「トラフグ」など、
34種類の野菜を使った下関を味わえる商品。
単体では商品になりづらい農産物や、海産物などを効果的に

活用し、手軽に栄養が取れるスープやスムージーを販売。

2. “飲む点滴”と言われる山口産の米麹を
用い、買い手の健康を考えた商品を提案。
山口の米を使った米麹を使い、自然の甘みを出したスープや、

氷と砂糖を使わないスムージーを提案。

3. 素材を見せるためのシンプルなパッケージデザイン。
素材にフォーカスした、下関外の人にも送りたいと思えるデザイン。

下
関
を
味
わ
え
る
ス
ー
プ　

創
業
者
の

辻
博
史
さ
ん
が
、バ
ー
テ
ン
ダ
ー
・
野
菜

ソ
ム
リ
エ
と
し
て
培
っ
た
経
験
を
も
と

に「
健
康
・
美
容
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
商
品

開
発
し
た
、三
十
四
種
類
の
野
菜
と
山
口

県
産
の
米
麹
を
使
っ
た
ス
ー
プ
と
ス
ム
ー

ジ
ー
専
門
店
を
オ
ー
プ
ン
。小
さ
な
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
人
気
の
ス
ー
プ
に

は
、市
場
で
は
売
り
づ
ら
い
形
や
傷
が
あ

る
規
格
外
野
菜
を
効
果
的
に
活
用
し
、地

域
資
源
活
性
に
も
貢
献
し
て
い
る
。特
に

新
商
品
と
な
る「
潮
風
育
ち
の
垢
田
ト
マ

ト
と
ト
ラ
フ
グ
の
ス
ー
プ
」は
、山
口
産

の「
垢
田
ト
マ
ト
」を
ベ
ー
ス
に
、ト
ラ
フ

グ
を
お
ろ
し
た
際
に
残
る
身
肉
を
用
い
て

食
感
に
変
化
を
つ
け
た
、下
関
を
味
わ
え

る
ス
ー
プ
。ス
ー
プ
を
使
っ
て
リ
ゾ
ッ
ト

風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
も
美
味
し
い
。季
節

限
定
商
品
や
デ
ィ
ッ
プ
ソ
ー
ス
な
ど
、人

に
贈
っ
て
喜
ば
れ
る
商
品
が
並
ぶ
。自
然

に
恵
ま
れ
た
多
様
な
下
関
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
た
。（
ペ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ン
ウ
ォ
ン
／
韓

国
留
学
生
）
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山
口
県
下
関
市
唐
戸
町4-11 

旧
下
関
英
国
領
事
館2F

Tel: 083-242-2017

10
時
〜
18
時
、
火
曜
休

w
w

w
.instagram

.com
/liz_tearoom

/

下
関
駅
か
ら
車
で
約
8
分

山
口
県
下
関
市
唐
戸
町6-1

カ
モ
ン
ワ
ー
フ1F 

Tel: 083-232-0955

10
時
〜
19
時
（
イ
ー
ト
イ
ン
は
18
時
ま
で
）、
無
休

w
w

w
.takadacoffee.com

下
関
駅
か
ら
車
で
約
9
分

山
口
県
下
関
市
竹
崎
町3-4-6

Tel: 090-2008-1612

16
時
〜
23
時
、
日
曜
、
祝
日
休

sake-bar.business.site/

下
関
駅
か
ら
徒
歩
で
約
4
分

1. 下関を感じるエリアに位置する
自家焙煎珈琲店。
関門海峡を目前に、「唐戸市場」にも隣接。

2. 絶景を眺めながら楽しむテイクアウト珈琲。
関門海峡を眺めながら過ごす贅沢な時間。

3. 珈琲を通して、生産者と地元客・観光客の
繫がりを提供。
自社焙煎珈琲豆を使用した「珈琲ソフト」など、珈琲が

苦手な人にも提供できる商品開発も行なう。

TA
KA

D
A

 C
O

FFEE

カ
モ
ン
ワ
ー
フ
店

sake bar

北
市
屋

旅
の
本
当
の
醍
醐
味
と
は　

貴
族
社
会
か

ら
武
家
社
会
へ
、武
家
社
会
か
ら
近
代
社

会
へ
と
、時
代
の
転
換
期
に
舞
台
と
な
っ

た
海
峡
エ
リ
ア
は
景
観
も
美
し
く
、
煉

瓦
色
の
そ
の
建
造
物
は
一
際
目
を
惹
く
。

一
九
〇
六
年
に
建
設
さ
れ
、現
存
す
る
領

事
館
と
し
て
は
日
本
最
古
。冬
に
は
、七

基
あ
る
中
で
唯
一
使
用
を
認
め
ら
れ
た
暖

炉
に
薪
を
く
べ
、火
を
灯
し
、贅
沢
な
ひ

と
時
が
過
ご
せ
る
。ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
は
建

物
の
合
間
に
見
え
る
海
峡
を
眺
め
る
。そ

し
て
、こ
の
場
所
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め
る

紅
茶
に
お
酒
。歴
史
、景
観
、グ
ル
メ
…
…

旅
の
目
的
と
し
て
完
璧
だ
と
私
は
思
う
。

「
旅
の
醍
醐
味
と
は
、旅
先
で
の
人
と
の

触
れ
合
い
、会
話
か
ら
生
ま
れ
る
感
動
そ

の
も
の
で
は
な
い
か
」。そ
う
語
る
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
桂
秀
治
さ
ん
は
、ど
ん
な

客
の
興
味
に
も
応
え
る
知
識
を
持
ち
、一

期
一
会
を
大
切
に
し
て
い
る
。豊
か
な
時

と
共
に
会
話
も
楽
し
み
、記
憶
に
残
る
想

い
出
を
作
っ
て
ほ
し
い
。（
福
永
百
合
江
／

サ
キ
ナ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
パ
ー
ト
ナ
ー
）

四
季
折
々
の
関
門
海
峡
を
眺
め
る
カ
フ
ェ

タ
イ
ム　

一
九
八
七
年
の
創
業
以
来
、竹

崎
町
で
自
家
焙
煎
珈
琲
を
提
供
し
続
け
て

き
た「TAKAD

A C
O

FFEE

」。二
〇
一
四

年
、目
前
に
人
と
船
が
行
き
交
う
カ
モ
ン

ワ
ー
フ
に
移
転
。「
関
門
海
峡
の
風
景
が

大
好
き
な
ん
で
す
」と
満
面
の
笑
み
で
話

す
店
主
の
東
千
鶴
さ
ん
と
息
子
の
竜
さ

ん
。客
の
半
数
以
上
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で

注
文
し
、珈
琲
を
飲
み
な
が
ら
関
門
海
峡

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
。そ

の
風
景
を
見
な
が
ら「
こ
の
店
が
こ
こ
に

あ
る
意
味
、こ
こ
に
い
た
い
理
由
が
こ
れ

で
す
」と
東
さ
ん
親
子
は
話
す
。珈
琲
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、下
関

で
最
初
に
移
動
販
売
を
始
め
る
な
ど
、た

く
さ
ん
の
人
に
珈
琲
を
届
け
て
き
た
。今

も
そ
の
思
い
は
変
わ
ら
ず
、「
珈
琲
ソ
フ

ト
」な
ど
珈
琲
を
楽
し
め
る
ス
イ
ー
ツ
も

提
供
す
る
。四
季
折
々
の
関
門
海
峡
を
眺

め
な
が
ら
の
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
は
、心
を
穏

や
か
に
し
て
く
れ
る
至
福
の
ひ
と
時
だ
。

（
林 

祐
史
／
公
務
員
）

老
い
も
若
き
も
集
う
酒
場　

グ
リ
ー
ン

モ
ー
ル
商
店
街
か
ら
少
し
離
れ
た
、昔
な

が
ら
の
住
宅
街
の
一
角
に「sake bar

北

市
屋
」は
あ
る
。一
九
二
一
年
に
開
業
し

た「
北
市
屋
酒
店
」の
三
代
目
で
あ
り
現

酒
場
の
店
主
で
あ
る
池
田
竜
夫
さ
ん
は
、

利
き
酒
師
で
あ
る
と
と
も
に
、海
外
生
活

の
経
験
が
あ
り
英
語
も
堪
能
。「
地
元
や

外
国
か
ら
の
客
を
問
わ
ず
、海
外
で
気
軽

に
ワ
イ
ン
が
飲
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、山

口
の
酒
を
飲
ん
で
楽
し
ん
で
交
流
し
て

欲
し
い
」と
話
す
。山
口
県
の
日
本
酒
が

多
く
並
ぶ
中
、メ
ニ
ュ
ー
の
黒
板
に
書
か

れ
た「
今
し
か
飲
め
な
い
」に
惹
か
れ
て

酒
を
注
文
す
る
と
、思
い
も
よ
ら
ず
ワ
イ

ン
グ
ラ
ス
で
提
供
さ
れ
た
。「
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
だ
と
鼻
ま
で
グ
ラ
ス
に
入
る
か
ら
、

よ
り
酒
の
香
り
を
楽
し
め
る
」と
池
田
さ

ん
。店
内
は
、知
ら
な
い
者
同
士
で
も
肴

を
つ
つ
き
な
が
ら
自
然
と
会
話
が
生
ま
れ

る
距
離
間
。一
人
で
も
誰
か
と
で
も
行
き

た
く
な
る
、そ
ん
な
場
所
で
あ
る
。（
藤
崎

加
奈
子
／
行
政
事
務
）

山
口
県
下
関
市
南
部
町22-8

Tel: 083-250-6741

11
時
〜
18
時
、
木
曜
の
み
〜
13
時
、
火
曜
休

postgallery-retro.com

下
関
駅
か
ら
車
で
約
7
分

1. 日本最古の郵便局舎内にあるカフェ。
辰野金吾に師事した、三橋四郎設計の本格的な

ルネサンス様式の建築。1900年竣工。

2. 下関の発明家・俵谷高七の考案による
「丸ポスト」。
現役の赤い丸ポストが入口に鎮座する。

3. 結婚式や音楽イベントなど、地元に開かれた
中庭の空間利用。
当局のシンボルツリー「多羅葉」の木から発案された名物カレー。

ポ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー   

レ
・
ト
・
ロ  

カ
フ
ェ
多
羅
葉

日
本
の
郵
便
文
化
の
礎
を
守
る
カ
フ
ェ

〝
時
が
経
つ
〞 

と
い
う
こ
と
の
魅
力
に
気

付
く
、そ
ん
な
場
所
だ
。古
い
手
焼
煉
瓦

が
織
り
成
す
心
地
良
い
空
間
。そ
れ
を
生

か
し
た
い
と
、プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
田
嶋

麻
貴
子
さ
ん
が
調
度
品
を
選
定
。特
注
の

椅
子
や
照
明
、ボ
ス
ト
ン
社
の
希
少
価
値

の
高
い
ピ
ア
ノ
な
ど
、個
々
に
思
い
が
込

め
ら
れ
興
味
深
い
が
、主
役
は
こ
の
空
間

だ
。重
役
の
会
議
や
郵
便
物
の
仕
分
で
賑

わ
っ
て
い
た
建
物
も
、カ
フ
ェ
創
業
時
に

残
さ
れ
て
い
た
の
は
、数
本
の
多
羅
葉
の

木
だ
け
だ
っ
た
。多
羅
葉
の
葉
は
、裏
面

に
傷
を
付
け
る
と
黒
く
変
色
し
文
字
が

書
け
る
そ
の
性
質
か
ら
、葉
書
の
原
型
と

言
わ
れ
る
。郵
便
局
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

だ
。オ
ー
ナ
ー
を
魅
了
し
た
当
時
の
煉
瓦

は
、室
内
に
一
部
を
残
し
改
修
さ
れ
て
し

ま
っ
た
が
、中
庭
も
素
晴
ら
し
い
。四
方

の
壁
を
額
縁
に
し
て
切
り
取
ら
れ
た
空

は
、さ
な
が
ら
現
代
芸
術『
タ
レ
ル
の
部

屋
』だ
。下
関
の
空
を
見
に
立
ち
寄
っ
て

欲
し
い
。（
梶
村
朋
子
／
銀
行
事
務
）
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山
口
県
下
関
市
唐
戸
町4-11 

旧
下
関
英
国
領
事
館2F

Tel: 083-242-2017

10
時
〜
18
時
、
火
曜
休

w
w

w
.instagram

.com
/liz_tearoom

/

下
関
駅
か
ら
車
で
約
8
分

山
口
県
下
関
市
竹
崎
町3-4-6

Tel: 090-2008-1612

16
時
〜
23
時
、
日
曜
、
祝
日
休

sake-bar.business.site/

下
関
駅
か
ら
徒
歩
で
約
4
分

1. 築110年余、旧下関英国領事館を
再利用したティールーム。
国際都市・下関を象徴する明治期の英国風近代建築。

2. ティールームで頂く伝統の
アフタヌーンティー。
ベーグルサンドや、日替わりのスコーン、手づくりデザートの

ほか、スコッチや英国ビールなどお酒も楽しめる。

3. ベランダから臨む、関門海峡。
日本の歴史の転換点に必ず登場する下関の歴史を感じ取れる。

1. 開業1921年の酒屋が始めた、
山口の日本酒を楽しむ角打ち。
2017年、酒屋であった店内を、リーズナブルに酒を
楽しめる空間へと蘇らせた。

2. 「金雀」「東洋美人」など山口県の日本酒。
季節に合わせた山口の酒をメインに約18種類を揃える。
肴は「関門地だこ」「コモンフク」などの刺身や

自家製イカの塩辛など地元産を提供。

3.ライブや食事会を開催し、繫りの場を提供。
ギターの弾き語りライブイベントや、会員制で日本酒と食を楽しむ会を開催。

tearoom
 Liz 

sake bar

北
市
屋

旅
の
本
当
の
醍
醐
味
と
は　

貴
族
社
会
か

ら
武
家
社
会
へ
、武
家
社
会
か
ら
近
代
社

会
へ
と
、時
代
の
転
換
期
に
舞
台
と
な
っ

た
海
峡
エ
リ
ア
は
景
観
も
美
し
く
、
煉

瓦
色
の
そ
の
建
造
物
は
一
際
目
を
惹
く
。

一
九
〇
六
年
に
建
設
さ
れ
、現
存
す
る
領

事
館
と
し
て
は
日
本
最
古
。冬
に
は
、七

基
あ
る
中
で
唯
一
使
用
を
認
め
ら
れ
た
暖

炉
に
薪
を
く
べ
、火
を
灯
し
、贅
沢
な
ひ

と
時
が
過
ご
せ
る
。ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
は
建

物
の
合
間
に
見
え
る
海
峡
を
眺
め
る
。そ

し
て
、こ
の
場
所
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め
る

紅
茶
に
お
酒
。歴
史
、景
観
、グ
ル
メ
…
…

旅
の
目
的
と
し
て
完
璧
だ
と
私
は
思
う
。

「
旅
の
醍
醐
味
と
は
、旅
先
で
の
人
と
の

触
れ
合
い
、会
話
か
ら
生
ま
れ
る
感
動
そ

の
も
の
で
は
な
い
か
」。そ
う
語
る
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
桂
秀
治
さ
ん
は
、ど
ん
な

客
の
興
味
に
も
応
え
る
知
識
を
持
ち
、一

期
一
会
を
大
切
に
し
て
い
る
。豊
か
な
時

と
共
に
会
話
も
楽
し
み
、記
憶
に
残
る
想

い
出
を
作
っ
て
ほ
し
い
。（
福
永
百
合
江
／

サ
キ
ナ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
パ
ー
ト
ナ
ー
）

老
い
も
若
き
も
集
う
酒
場　

グ
リ
ー
ン

モ
ー
ル
商
店
街
か
ら
少
し
離
れ
た
、昔
な

が
ら
の
住
宅
街
の
一
角
に「sake bar

北

市
屋
」は
あ
る
。一
九
二
一
年
に
開
業
し

た「
北
市
屋
酒
店
」の
三
代
目
で
あ
り
現

酒
場
の
店
主
で
あ
る
池
田
竜
夫
さ
ん
は
、

利
き
酒
師
で
あ
る
と
と
も
に
、海
外
生
活

の
経
験
が
あ
り
英
語
も
堪
能
。「
地
元
や

外
国
か
ら
の
客
を
問
わ
ず
、海
外
で
気
軽

に
ワ
イ
ン
が
飲
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
、山

口
の
酒
を
飲
ん
で
楽
し
ん
で
交
流
し
て

欲
し
い
」と
話
す
。山
口
県
の
日
本
酒
が

多
く
並
ぶ
中
、メ
ニ
ュ
ー
の
黒
板
に
書
か

れ
た「
今
し
か
飲
め
な
い
」に
惹
か
れ
て

酒
を
注
文
す
る
と
、思
い
も
よ
ら
ず
ワ
イ

ン
グ
ラ
ス
で
提
供
さ
れ
た
。「
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
だ
と
鼻
ま
で
グ
ラ
ス
に
入
る
か
ら
、

よ
り
酒
の
香
り
を
楽
し
め
る
」と
池
田
さ

ん
。店
内
は
、知
ら
な
い
者
同
士
で
も
肴

を
つ
つ
き
な
が
ら
自
然
と
会
話
が
生
ま
れ

る
距
離
間
。一
人
で
も
誰
か
と
で
も
行
き

た
く
な
る
、そ
ん
な
場
所
で
あ
る
。（
藤
崎

加
奈
子
／
行
政
事
務
）
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山
口
県
下
関
市
み
も
す
そ
川
町23-15

Tel: 083-222-3357

カ
フ
ェ
利
用 
10
時
〜
20
時
（
週
1
の
休
業
日
あ
り
、
要
問
合
せ
）

1
泊
2
食
付
き
1
名
1
万6000

円
〜
5
万
（
1
名
利
用
時
）

m
im

osusogaw
a.jp

下
関
駅
か
ら
車
で
約
8
分

山
口
県
下
関
市
南
部
町31-2

Tel: 083-231-5000

1
泊
2
食
付
き
１
名14,000

円
〜
（
1
名
利
用
時
）

w
w

w
.sgh.co.jp

下
関
駅
か
ら
車
で
約
5
分

山
口
県
下
関
市
阿
弥
陀
寺
町7-8

Tel: 083-250-9787

9
時
〜
23
時
（
カ
フ
ェ
利
用L.O

  

22
時
30
分
）、
無
休

相
部
屋
利
用
時 

1
泊
1
名2,250

円
〜
、

個
室
利
用
時 

1
泊
1
名3,400

円
〜

uzuhouse.com

下
関
駅
か
ら
車
で
約
10
分

山
口
県
下
関
市
阿
弥
陀
寺
町4-2

Tel: 083-223-7181

11
時
〜
22
時
、
無
休

1
泊
2
食
付
き
1
名32,120

円
〜

w
w

w
.shunpanro.com

/

下
関
駅
か
ら
車
で
約
10
分

1. 関門橋の景観を楽しめるよう
創意工夫を凝らした旅館デザイン。
宿泊の棟は来訪者が景色を楽しめるよう、

工夫しながら改築・増築を重ねてきた。

2. 元・古美術館だった喫茶室
「Le Cafe OTO」。
この土地ならではの骨董品に囲まれた空間でカフェを

楽しめる。下関の現代作家の作品も販売。

3. 下関づくしの食事。
ふぐのフルコースのほか、くじらのコースやウニ飯のコースもある。

1. 宿泊者専用テラスから独占できる
関門海峡の超絶景。
関門橋、船の行き交い、海に浮かぶ太陽の光が

つくる絶景に出会えるゲストハウス。

2. カフェバー、シェアオフィス、
イベントスペースなど
自由自在のゲストハウス。
「唐戸市場」「海響館」も徒歩圏内。下関観光の拠点に。

3. 下関の魅力を発信する拠点。
ふぐ、瓦そばなど、下関の食と観光スポット情報を提供。

み
も
す
そ
川
別
館

下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

uzuhouse

春し
ゆ
ん

帆ぱ

ん

楼ろ

う

本
店

下
関
に
人
が
集
う
場
所
を　

関
門
海
峡

を
目
前
に
し
て
建
つ
旅
館
は
、唐
戸
の
賑

わ
い
か
ら
少
し
離
れ
た
閑
静
な
場
所
に

あ
る
。「
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
・
火
の
山
公

園
」麓
の
自
然
豊
か
な
エ
リ
ア
で
、応
接

台
に
は
季
節
の
ア
ケ
ビ
が
飾
ら
れ
て
い

た
。「
空
襲
で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
下
関

に
人
が
集
う
場
所
を
」と
、昭
和
二
十
二

年
、初
代
の
西
山
音
治
さ
ん
が
唐
戸
エ
リ

ア
に
本
館
を
建
て
た
の
が
始
ま
り
。晩
酌

は
き
ま
っ
て
ふ
ぐ
刺
し
か
ら
始
ま
る
人

だ
っ
た
。関
門
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口
が
火

の
山
エ
リ
ア
に
決
ま
り
建
て
ら
れ
た
の
が

別
館
で
あ
る
。戦
後
か
ら
続
く
老
舗
旅
館

だ
。初
代
が
集
め
た
骨
董
品
や
美
術
関
連

の
書
籍
が
溢
れ
る
知
の
宝
庫
で
、宿
に
魅

了
さ
れ
た
お
客
さ
ん
と
長
い
付
き
合
い
に

な
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。帰
り
際
、孫

に
あ
た
る
女
将
の
玲
子
さ
ん
が
、下
関
の

オ
ペ
ラ
歌
手
・
藤
原
義
江
さ
ん
に
つ
い
て

書
か
れ
た
本『
漂
泊
者
の
ア
リ
ア
』を
貸

し
て
く
だ
さ
っ
た
。ま
た
訪
ね
る
楽
し
み

が
で
き
た
。（
青
木
紀
子
／
編
集
者
）

ザ
・
下
関
の
寝
床 　

下
関
の
中
心
地
に

佇
む
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル「
下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
」は
、「
唐
戸
市
場
」や「
海
響
館
」な

ど
の
観
光
施
設
、「
旧
英
国
領
事
館
」
や

「
旧
秋
田
商
会
」な
ど
の
明
治
・
大
正
期
の

建
築
群
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
徒
歩
約
三
分
と

い
う
好
立
地
に
あ
る
。海
側
の
客
室
か
ら

は
関
門
橋
や
巌
流
島
が
展
望
で
き
、目
の

前
の
海
を
一
日
約
七
百
艘
の
船
が
行
き
交

う
さ
ま
は
下
関
情
緒
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
手
頃
な
価
格
で
ふ
ぐ

料
理
を
堪
能
で
き
る
の
も
嬉
し
い
。目
の

前
の
桟
橋
か
ら
連
絡
船
に
乗
船
し
、対
岸

の「
門
司
港
レ
ト
ロ
」に
行
け
る
こ
と
も

楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。一
九
七
〇
年
開

業
以
来
、観
光
客
を
迎
え
る
と
と
も
に
、

地
元
か
ら
も
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
ホ
テ

ル
だ
。建
物
の
奥
行
き
や
各
階
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
ロ
ビ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
に
歴

史
を
感
じ
る
。月
夜
き
ら
め
く
波
に
包
ま

れ
、潮
の
香
り
と
共
に
目
覚
め
、身
を
委

ね
た
く
な
る
ホ
テ
ル
で
あ
る
。（tao

／
編

集
者
）

人
が
集
う
下
関
の
魅
力
発
信
の
中
心　

北

に
赤
間
神
宮
、
南
に
関
門
海
峡
を
臨
む

「uzuhouse

」。一
階
は
ラ
ウ
ン
ジ
、二
階

は
カ
フ
ェ
&
バ
ー
、三
階
よ
り
上
階
は
宿

泊
ス
ペ
ー
ス
。気
を
張
ら
な
い
洒し

や
れ落

た
空

間
が
波
の
音
と
合
い
、
ホ
ッ
と
落
ち
着

く
。「
下
関
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

と
い
う
オ
ー
ナ
ー
沖
野
充
和
さ
ん
の
想
い

が
こ
こ
の
始
ま
り
。食
事
の
提
供
は
し
て

い
な
い
が
、そ
の
理
由
を「
旧
旅
館
の
よ

う
に
、宿
泊
、食
事
、観
光
を
ひ
と
つ
の
建

物
で
完
結
さ
せ
た
く
な
い
。宿
泊
、食
事
、

観
光
を
分
散
さ
せ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
良
い
も
の
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」と
話

す
。自
転
車
で
巡
る
こ
と
が
で
き
る
、下

関
海
峡
エ
リ
ア
の
食
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な

ど
を
手
づ
く
り
の「
唐
戸
散
策
マ
ッ
プ
」

で
教
え
て
く
れ
る
。ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
な
ら

で
は
の
家
族
の
よ
う
な
温
か
さ
が
、ま
た

こ
こ
に
訪
れ
た
く
な
る
魅
力
の
一
つ
だ
。

美
し
い
景
色
の
ほ
か
に
、人
が
集
う
下
関

の
魅
力
を
発
信
す
る
場
だ
。（
森
藤
菜
海
／

大
学
生
） 

下
関
の
ア
イ
コ
ニ
ッ
ク
な
割
烹
旅
館

下
関
観
光
の
中
心
に
位
置
す
る
老
舗
高
級

割
烹
旅
館
。深
い
緑
に
い
だ
か
れ
た
一
際

目
を
ひ
く
黄
金
色
に
輝
く
外
観
が
印
象

的
。隣
に
は
竜
宮
城
の
よ
う
な「
赤
間
神

宮
」が
鎮
座
し
、視
界
に
は
関
門
海
峡
が

広
が
っ
て
い
る
。唐
戸
市
場
や
海
響
館
、

レ
ト
ロ
な
建
築
物
な
ど
が
徒
歩
圏
内
に
あ

り
、対
岸
の
門
司
港
や
巌
流
島
へ
渡
る
関

門
連
絡
船
の
乗
船
も
可
能
だ
。旧
毛
利
邸

の
あ
る
城
下
町·

長
府
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

良
い
。こ
の
地
に
は
数
々
の
歴
史
的
な
ス

ト
ー
リ
ー
が
存
在
す
る
。か
つ
て
伊
藤
博

文
公
が
ふ
ぐ
料
理
を
こ
の
春
帆
楼
で
解
禁

し
、下
関
は
ふ
ぐ
の
流
通
中
心
地
と
な
っ

た
。「
ふ
ぐ
と
い
え
ば
下
関
」と
言
わ
れ
る

所
以
が
こ
こ
に
は
あ
り
、「
春
帆
楼
」は
歴

史
の
証
人
な
の
だ
。昭
和
天
皇
・
香
淳
皇

后
も
宿
泊
さ
れ
た
格
式
の
あ
る
旅
館
。し

つ
ら
え
や
調
度
品
に
も
凛
と
し
た
姿
を
感

じ
た
。特
別
な
時
間
を
過
ご
せ
る
宿
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。（
安
本
み

ゆ
き
／
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
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山
口
県
下
関
市
南
部
町31-2

Tel: 083-231-5000

1
泊
2
食
付
き
１
名14,000

円
〜
（
1
名
利
用
時
）

w
w

w
.sgh.co.jp

下
関
駅
か
ら
車
で
約
5
分

山
口
県
下
関
市
阿
弥
陀
寺
町4-2

Tel: 083-223-7181

11
時
〜
22
時
、
無
休

1
泊
2
食
付
き
1
名32,120

円
〜

w
w

w
.shunpanro.com

/

下
関
駅
か
ら
車
で
約
10
分

1. 関門海峡に面した、圧巻の眺望を
持ったホテル。
オーシャンビュールームは、海峡と対峙し、

1日約700艘の船が行き交う景色に魅了される。

2. 目前の桟橋から北九州へ。
1階は地元の方々も利用するカフェ。
今でも目前の桟橋から乗船し、門司港に渡れる。

3. 「ふぐ」をモチーフにした調度品。
ロビーのシャンデリア、手渡される客室キーは、

下関らしいふぐのデザイン。

1. 由緒ある日本のふぐ料理
公許第一号店の誇りと存在感。
「春帆楼」で食べた河

ふ ぐ

豚に舌鼓を打った伊藤博文公が、

290年続いた河豚禁食令を解禁し、全国に広まった。

2. 歴史の舞台、関門海峡を望む迎賓館。
源平合戦や明治維新、日清講和会議など数多くの

歴史背景のある関門海峡を望む好立地。

3. 地元の人の思い出をつくる場。
結婚披露宴などの慶事をはじめ、会食の場として、

地元の人に選ばれ愛されている。

下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

春し
ゆ
ん

帆ぱ

ん

楼ろ

う

本
店

ザ
・
下
関
の
寝
床 　

下
関
の
中
心
地
に

佇
む
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル「
下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
」は
、「
唐
戸
市
場
」や「
海
響
館
」な

ど
の
観
光
施
設
、「
旧
英
国
領
事
館
」
や

「
旧
秋
田
商
会
」な
ど
の
明
治
・
大
正
期
の

建
築
群
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
徒
歩
約
三
分
と

い
う
好
立
地
に
あ
る
。海
側
の
客
室
か
ら

は
関
門
橋
や
巌
流
島
が
展
望
で
き
、目
の

前
の
海
を
一
日
約
七
百
艘
の
船
が
行
き
交

う
さ
ま
は
下
関
情
緒
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
手
頃
な
価
格
で
ふ
ぐ

料
理
を
堪
能
で
き
る
の
も
嬉
し
い
。目
の

前
の
桟
橋
か
ら
連
絡
船
に
乗
船
し
、対
岸

の「
門
司
港
レ
ト
ロ
」に
行
け
る
こ
と
も

楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。一
九
七
〇
年
開

業
以
来
、観
光
客
を
迎
え
る
と
と
も
に
、

地
元
か
ら
も
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
ホ
テ

ル
だ
。建
物
の
奥
行
き
や
各
階
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
ロ
ビ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
に
歴

史
を
感
じ
る
。月
夜
き
ら
め
く
波
に
包
ま

れ
、潮
の
香
り
と
共
に
目
覚
め
、身
を
委

ね
た
く
な
る
ホ
テ
ル
で
あ
る
。（tao

／
編

集
者
）

下
関
の
ア
イ
コ
ニ
ッ
ク
な
割
烹
旅
館

下
関
観
光
の
中
心
に
位
置
す
る
老
舗
高
級

割
烹
旅
館
。深
い
緑
に
い
だ
か
れ
た
一
際

目
を
ひ
く
黄
金
色
に
輝
く
外
観
が
印
象

的
。隣
に
は
竜
宮
城
の
よ
う
な「
赤
間
神

宮
」が
鎮
座
し
、視
界
に
は
関
門
海
峡
が

広
が
っ
て
い
る
。唐
戸
市
場
や
海
響
館
、

レ
ト
ロ
な
建
築
物
な
ど
が
徒
歩
圏
内
に
あ

り
、対
岸
の
門
司
港
や
巌
流
島
へ
渡
る
関

門
連
絡
船
の
乗
船
も
可
能
だ
。旧
毛
利
邸

の
あ
る
城
下
町·

長
府
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

良
い
。こ
の
地
に
は
数
々
の
歴
史
的
な
ス

ト
ー
リ
ー
が
存
在
す
る
。か
つ
て
伊
藤
博

文
公
が
ふ
ぐ
料
理
を
こ
の
春
帆
楼
で
解
禁

し
、下
関
は
ふ
ぐ
の
流
通
中
心
地
と
な
っ

た
。「
ふ
ぐ
と
い
え
ば
下
関
」と
言
わ
れ
る

所
以
が
こ
こ
に
は
あ
り
、「
春
帆
楼
」は
歴

史
の
証
人
な
の
だ
。昭
和
天
皇
・
香
淳
皇

后
も
宿
泊
さ
れ
た
格
式
の
あ
る
旅
館
。し

つ
ら
え
や
調
度
品
に
も
凛
と
し
た
姿
を
感

じ
た
。特
別
な
時
間
を
過
ご
せ
る
宿
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。（
安
本
み

ゆ
き
／
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
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「
金
子
み
す
ゞ
の
詩
を
散
歩
す
る
」
代
表　

木
原
豊
美

株
式
会
社
ト
ル
ビ
代
表　

沖
野
充
和

株
式
会
社
酒
井
商
店　

酒
井
由
美
子

capanna di C
IPO

LLA

店
主　

中
村
諭
央

山
口
県
下
関
市
竹
崎
町4-4-2

Tel: 083-231-1826

（
し
も
の
せ
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
）

下
関
駅
か
ら
徒
歩
で
約
3
分

山
口
県
下
関
市
阿
弥
陀
寺
町7-8

Tel: 083-250-9787

（uzuhouse

）

9
時
〜
23
時
（
カ
フ
ェ
利
用L.O

  

22
時
30
分
）、
無
休

相
部
屋
利
用
時 

1
泊
1
名2,250

円
〜
、

個
室
利
用
時 

1
泊
1
名3,400

円
〜

uzuhouse.com

下
関
駅
か
ら
車
で
約
10
分

山
口
県
下
関
市
細
江
町2-2-10 

和
田
ビ
ル
2
階

Tel: 083-227-4811

10
時
〜
20
時
、
水
曜
休

w
w

w
.cipolla0218.com

下
関
駅
か
ら
徒
歩
で
約
15
分

山
口
県
下
関
市
中
之
町7-11

Tel: 083-231-1470

（
ふ
く
処
さ
か
い
）

11
時
30
分
〜
14
時
30
分
、
17
時
〜
21
時
30
分
、
年
末
年
始
休

（
5
日
前
ま
で
に
要
予
約
、
4
名
以
上
か
ら
）

w
w

w
.fugu-sakai.com

/

下
関
駅
か
ら
車
で
約
8
分

1. 金子みすゞが詩を紡いだ街、下関の文学者。
金子みすゞの詩が育まれた海峡の街下関を、

時代背景と共に、つづられた「ことば」の力を研究。

2. 金子みすゞの作品を丁寧に分析、
紹介する第一人者。
共著『金子みすゞ再発見、新しい詩人像を求めて』

みすゞの人間像に実証的に迫りつつ作品を丁寧に分析した。

3. 金子みすゞのゆかりの地を紹介。
「旧秋田商会ビル」や「亀山八幡宮」などを金子みすゞの詩と

巡る「金子みすゞ詩の小径」をよみがえらせた。

1. 「古物」を通し、下関の魅力を伝える人。
受け継がれてきた物の背景を添えて再価値をつけることで、

下関の歴史背景を伝え、郷土愛を持つきっかけを作る。

2. 古いもの・新しいものを共存させることで、
町に選択肢を与える。
小さな規模でも伝えられる雑貨屋やミニシアターを展開し、

下関に新たな価値観や選択肢を生み出す。

3. 「capanna di CIPOLLA」の運営者。
かつての下関は本州やアジア諸国との交流の拠点。

下関・日本・世界との情報、人の交流を生み出す。

金
子
み
す
ゞ
と
人
生
を
愉
し
む　

下
関
の

海
峡
エ
リ
ア
は
詩
人
・
金
子
み
す
ゞ
の
詩

を
感
じ
ら
れ
る
数
少
な
い
地
の
一
つ
で
あ

る
。金
子
み
す
ゞ
は
一
九
〇
三
年
に
山
口

県
長
門
市
で
誕
生
し
、一
九
三
〇
年
に
下

関
で
生
涯
を
閉
じ
た
。み
す
ゞ
が
紡
い
だ

五
十
二
余
編
の
全
作
品
は
下
関
で
創
作
さ

れ
た
。こ
の
詩
一
編
一
編
を
紐
解
く
た
め

に
、当
時
を
知
る
人
、読
み
物
、土
地
を
訪

れ
研
究
し
た
の
が
木
原
豊
美
さ
ん
で
あ

る
。唐
戸
の
中
心
に
位
置
す
る
旧
秋
田
商

会
、当
時
大
都
会
で
あ
っ
た
下
関
の
石
造

り
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
見
て
想
像
を
膨
ら

ま
せ
た
で
あ
ろ
う『
障
子
』は
み
す
ゞ
の

代
表
作
で
あ
り
、み
す
ゞ
本
人
の
決
意
が

詩
に
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
を
分
析
し

た
。木
原
さ
ん
は
、子
供
、女
性
、母
と
し

て
の
目
線
で
変
化
す
る
み
す
ゞ
の
心
と
想

像
力
を
汲
み
取
る
べ
く
研
究
し
、講
座
や

講
演
で
そ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。今
後

も
続
く
、み
す
ゞ
の
詩
を
中
心
と
し
た
文

化
研
究
の
世
界
が
下
関
市
民
と
し
て
愉
し

み
で
あ
る
。（
木
原
健
雄
／
救
急
救
命
士
）

自
分
た
ち
の
土
地
の
魅
力
を
知
り
発
信

す
る　

建
築
家
の
沖
野
充
和
さ
ん
は
、地

元
の
下
関
が
一
通
過
点
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
、「
シ
ェ
ア
す
る
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を

大
切
に
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス「uzuhouse

」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
地
元
の
人
が
自
分

た
ち
の
街
を
好
き
に
な
り
、そ
の
熱
量
を

外
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
い
う
考
え
の

も
と
、
下
関
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で

き
、下
関
の
認
知
度
を
上
げ
る
た
め
に
、

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
地
元
の
人
も
利
用
で

き
る
カ
フ
ェ
を
併
設
し
、イ
ベ
ン
ト
も
行

う
。オ
ー
プ
ン
前
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
、壁
や
床
を
地
元
の

人
達
と
作
る
な
ど
、多
く
の
人
を
巻
き
込

ん
で
き
た
。同
時
に
関
門
エ
リ
ア
の
情
報

サ
イ
ト「
か
ん
も
ん
ノ
ー
ト
」と
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル「shim

ocle

」の
運
営
者
で
、宿

泊
か
ら
観
光
ス
ポ
ッ
ト
ま
で
の
導
線
を

つ
く
り
、多
く
の
人
を
下
関
に
引
き
付
け

る
、ま
さ
に〝uzu

＝
渦
〞の
よ
う
な
人
で

あ
る
。（
中
村
諭
央
／
自
営
業
）

下
関
の
魅
力
を
蘇
ら
せ
未
来
へ
繋
げ
る

「
路
地
裏
を
一
つ
入
れ
ば
古
い
景
色
が
残

る
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
」。そ
う
下
関
の
こ

と
を
話
す
中
村
諭
央
さ
ん
。
故
郷
を
進

学
・
就
職
の
た
め
に
一
度
離
れ
、再
び
下

関
に
居
住
地
を
移
し
た
が
、落
ち
着
い
て

し
ま
っ
た
下
関
に
ど
こ
と
な
く
寂
し
さ

も
感
じ
た
と
い
う
。町
に
点
在
す
る
魅
力

の
一
つ
一
つ
に
価
値
を
再
度
吹
き
込
ん

で
い
き
た
い
と
、地
元
の
作
家
も
の
、町

に
残
る
古
物
を
扱
い
な
が
ら
、中
村
さ
ん

の
視
点
で
良
い
と
す
る
商
品
を
扱
っ
た

「capanna di C
IPO

LLA

」
を
オ
ー
プ

ン
。知
人
た
ち
と
共
に
古
い
ビ
ル
一
棟
を

丸
々
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、飲
食
・
物
販
・

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
を
備
え
た
半
日
過
ご
せ
る

場
所
に
し
た
。「
リ
ア
ル
に
人
が
集
う
こ

と
で
色
ん
な
価
値
観
に
触
れ
、自
分
の
内

面
と
向
き
合
い
新
し
い
価
値
観
に
気
づ

く
」と
交
流
を
通
し
て
生
ま
れ
る
化
学
反

応
を
楽
し
む
。未
来
の
子
ど
も
達
が
地
元

を
誇
れ
る
町
を
つ
く
り
た
い
と
力
強
く
語

る
。（
福
田
悠
美
／
大
学
生
）

〝
ふ
ぐ
〞と
い
う
ツ
ー
ル
で
下
関
を
盛
り

上
げ
る
女
将　

酒
井
由
美
子
さ
ん
は
夫
の

一
さ
ん
と
と
も
に
出
版
社
に
勤
め
て
い

た
が
、一
さ
ん
が
三
代
目
と
し
て
ふ
ぐ
問

屋「
酒
井
商
店
」を
継
い
だ
こ
と
を
き
っ

か
け
に
自
分
も
ふ
ぐ
の
世
界
に
。地
元
の

人
が
あ
ま
り
ふ
ぐ
を
食
べ
て
い
な
い
状
況

を
何
と
か
し
た
い
と
感
じ
た
。二
〇
〇
〇

年「
ふ
く
処
さ
か
い
」を
開
業
し
、仲
買
人

の
強
み
を
生
か
し
、と
ら
ふ
ぐ
の
コ
ー
ス

を
当
時
五
千
円
で
提
供
。「
高
級
だ
か
ら

と
か
、名
産
地
だ
か
ら
美
味
し
い
」で
は

な
く
、純
粋
に
美
味
し
い
ふ
ぐ
を
単
純
に

美
味
し
い
と
感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

が
原
動
力
。評
判
が
広
が
り
、地
元
の
人

間
の
み
な
ら
ず
、全
国
か
ら〝
本
物
〞を
目

当
て
に
客
が
訪
れ
る
。「
近
年
、ふ
ぐ
を
獲

る
地
域
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
が
、ふ

ぐ
を
美
味
し
く
食
べ
る
技
術
は
、下
関
は

レ
ベ
ル
が
違
う
」と
酒
井
さ
ん
は
言
い
切

る
。そ
し
て
、そ
れ
を
守
っ
て
い
く
こ
と

が
我
々
ふ
ぐ
に
携
わ
る
人
間
の
使
命
だ

と
。（
古
賀
裕
二
／
公
務
員
）
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株
式
会
社
ト
ル
ビ
代
表　

沖
野
充
和

株
式
会
社
酒
井
商
店　

酒
井
由
美
子

山
口
県
下
関
市
阿
弥
陀
寺
町7-8

Tel: 083-250-9787

（uzuhouse

）

9
時
〜
23
時
（
カ
フ
ェ
利
用L.O

  

22
時
30
分
）、
無
休

相
部
屋
利
用
時 
1
泊
1
名2,250

円
〜
、

個
室
利
用
時 

1
泊
1
名3,400

円
〜

uzuhouse.com

下
関
駅
か
ら
車
で
約
10
分

山
口
県
下
関
市
中
之
町7-11

Tel: 083-231-1470

（
ふ
く
処
さ
か
い
）

11
時
30
分
〜
14
時
30
分
、
17
時
〜
21
時
30
分
、
年
末
年
始
休

（
5
日
前
ま
で
に
要
予
約
、
4
名
以
上
か
ら
）

w
w

w
.fugu-sakai.com

/

下
関
駅
か
ら
車
で
約
8
分

1. 建築家でゲストハウス
「uzuhouse」のオーナー。
若者も集うカフェを併設した関門海峡を

一望できるホステルを2016年に開業。

2. より良い街づくりを実践する先駆者。
海峡エリアの情報サイトや、レンタサイクルの提供など、

より良い街づくりのために、できることから形にする。

3. 地元・下関を愛する人を育成する人。
ゲストハウスの運営を通して、よりよい街づくりを

促進するスタッフを育成。

1. ふぐ問屋直営「ふく処さかい」の女将。
老舗ふぐ問屋の歴史を持ちながら、手ごろな価格で

高品質のとらふぐ料理を提供している。

2. 「唐戸魚食塾」「お魚ひろめ隊」で
ふぐ食・魚食を普及。
下関の名物である「ふぐ」の美味しい食べ方を伝えるため、

市民ワークショップを開催。魚食育にも取り組んでいる。

3. 下関のふぐの伝道師。
「ふぐマガ」の発行や「ふく提灯」の制作などで、下関をはじめ、

全国各地にふぐの魅力を伝えている。
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d design travel WORKSHOP in 下関海峡エリア
下関海峡エリアのデザイントラベルを考える

開催内容
キックオフイベント
2019年6月29日　下関市生涯学習プラザ

連続ワークショップ
2019年7月6日・9月14日・11月9日　　

主催　下関市
運営　株式会社YMFG ZONEプラニング、D&DEPARTMENT

初版発行　2020年3月7日

取材・執筆・撮影
青木紀子、内田達也、梶村朋子、形山佳之、木下清治、木原健雄、久保中 敦子、幸
野春佳、古賀裕二、下村秀樹、菅 真智子、田尾繁太、チェ・ジヨン、堂本由美、中
原周一、中村諭央、林 祐史、福田悠美、福永百合江、藤崎加奈子、森藤菜海、ペッ
ク・ジョンウォン、安本みゆき、吉山尚宏

発行人
ナガオカケンメイ（D&DEPARTMENT PROJECT）

編集長
神藤秀人（D&DEPARTMENT PROJECT）

編集・コーディネイト
松崎紀子（D&DEPARTMENT PROJECT）

デザイン
加瀬千寛（D&DEPARTMENT PROJECT）

広報
松添みつこ（D&DEPARTMENT PROJECT）
清水睦（D&DEPARTMENT PROJECT）

制作サポート
藏重嘉伸（YMFG ZONEプラニング）
網田知泰（YMFG ZONEプラニング）
立石直子（YMFG ZONEプラニング）
吉川祐平（YMFG ZONEプラニング）

掲載情報は2020年3月現在のものです。定休日・営業時間・詳細・価格など、変更
になる場合があります。ご利用の際は、事前にご確認ください。定休日の表記は、
年末年始・GW・盆休みなどを省略して記載している場合があります。価格は特に
記載のない限り、消費税10%を含んだ価格で記載しています。本書掲載の写真、
記事の無断転用を禁じます。 

発行元
下関市総合政策部企画課（下関市まちの魅力再発掘プロジェクト推進室・PMO）

表紙にひとこと

三方を海に囲まれており、古くから水産都市として
栄えた下関市。市民の生活の中心となる水環境の
整備を担ってきた下関市上下水道局は、まちづくり
の一環としてデザインマンホールを考案。市のシン
ボルである“ふぐ”が愛らしく表現されています。思
い返してみると小学生の頃、小さな石を蹴りながら
道路を歩くことが好きでした。蹴り進めると、時々現
れるフグのマーク。頬っぺた膨らませて可愛いなあ、
といつも思っていました。大人になった今、唐戸の
海辺を散歩しながら「ねえ、このフグ可愛い！」と地
面を指し知らせてくるのは私の子ども。感性は故郷
とともに育っていくのだ、と感じた瞬間でした。下関
を訪れる人、ずっとこの街に住む人、みんなの心に刻
まれるデザインがいつまでも続いていきますように。

「d design travel WORKSHOP in 下関海峡エリア」発行記念　

下関海峡エリアぐるぐる　2020年3月7日～5月31日
掲載のdマーク各地にオリジナルスタンプを設置しています。
スタンプを集めながら、楽しく下関海峡エリアを“ぐるぐる”してください。

　2020年3月7日～5月31日　2020年3月7日～5月31日　2020年3月7日～5月31日　2020年3月7日～5月31日　2020年3月7日～5月31日　2020年3月7日～5月31日　2020年3月7日～5月31日　2020年3月7日～5月31日

下関海峡エリアぐるぐる オリジナルスタンプ設置場所 

01. 下関市立しものせき
 水族館 海響館
02. 旧秋田商会ビル

05. レストラン髙津
06. ニクバル トミート
07. 日和庵
08. 下関くじら館

09. 唐戸市場
10. capanna di CIPOLLA
11. 阿王雪本舗　松琴堂

13. ポストギャラリー　
  レ・ト・ロ カフェ多羅葉
14. TAKADA COFFEE 
　  カモンワーフ店
15. tearoom Liz
16. sake bar 北市屋

17. みもすそ川別館
18. uzuhouse
19. 下関グランドホテル
20. 春帆楼本店

22.中村諭央
     （capanna di CIPOLLA店主）

23.沖野充和
     （株式会社トルビ代表）




